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第１章 はじめに  

中国における高齢化の進展は著しく、65 歳以上人口の総人口に占める割合は 2021 年には         

18.7％になった。高齢者の主観的幸福とそれに影響する要因を研究することは、高齢者の生活

の質を高めるための方策を考える上で重要である。高齢者が家族と取り結ぶ関係に着目した場

合、親子という二世代だけでなく、三世代間の関係、つまり高齢者と孫との関係も重要であるとい

われている。従来の研究では、孫との関係を、空間面では物理的距離、行動面では交流頻度と

社会的支援、感情面では親密度という指標を用いて、高齢者の主観的幸福に与える影響が分析

されてきた。  

しかし、孫との関係が高齢者の主観的幸福に与える影響に関する研究については、次のような

課題が残されている。第 1 に、孫との関係性の各側面である空間面、行動面、感情面、それぞれ

単独の側面から主観的幸福への影響を評価した研究が多く、各側面を同時に測定し、いずれの

側面か主観的幸福に強く影響しているかを明らかにした研究は少ない。第 2 には、空間面、行動

面、感情面の関係をモデル化し、主観的幸福への影響を分析した研究はない。第 3 には、従来

の研究では、孫の年齢を考慮せずに孫との関係性が主観的幸福に与える影響を分析している。 

そこで、本研究では、孫との関係が高齢者の主観的幸福に及ぼす影響について、以下の 2 つ

課題を設定し分析する。第 1 には、空間面、行動面、感情面からみた孫との関係のいずれが主

観的幸福に強く影響しているかを分析する。第 2 には、孫との交流頻度や孫との居住距離の主

観的幸福への影響が孫との親密度と孫との支援関係を媒介としているか否かを分析する。  

 

第 2 章 研究方法  

1.研究対象と調査方法   

中国大連市の鴻韋社区に居住し、高校生以上(15 歳以上)の孫がいる高齢者 200 人を対象とし

た。居民委員会の住民名簿を利用し、15 歳以上で孫のいる人を抽出した。孫が一人で 15 歳以

上の人を除き、孫が複数いる人、孫が一人いるが年齢のわからない人に対しては、ウィーチャット

で調査依頼文を送付し、最も親しい関係を持つ孫の年齢を電話で尋ね、研究対象になるか否か

を確認した。以上のような方法で 200 名に達するまで抽出した。200 人の高齢者に対してウェチ

ャットを通して調査依頼文を送付した。その後、研究者が対象者の自宅を訪問し、調査を承諾し

てくれた人に対して自記式調査票を配布した。回答済の調査票は、再度対象者自宅を訪問し回

収した。調査期間は 2022 年 10 月の 1 ヶ月であった。  

 

2.分析項目   

独立変数としては、①孫との居住距離、②孫との交流頻度、④孫との支援の授受、③孫との親

密さ、を設定した。従属変数として、主観的幸福、 調整変数としては、①年齢、②性別、③健康

状態、④社会活動、⑤子どもとの関係の良否、⑥社会経済階層、を設定した。  
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3.分析方法    

以下の 2 つの重回帰分析を行った。第 1 は、孫との関係の各指標が主観的幸福に与える独自

効果を分析するため、従属変数に主観的幸福を、独立変数に孫との居住距離、孫と交流の頻

度、孫との支援の授受、親密感、調整変数を投入し、重回帰分析を行った。第 2 は、孫との交流

頻度や孫との居住距離の主観的幸福への影響が孫との親密度と孫との支援関係を媒介としてい

るか否かを分析するため、まずは、従属変数に主観的幸福を、独立変数に孫との居住距離、孫と

交流の頻度、調整変数を投入し、それぞれの指標の主観的幸福に対する効果を分析した。次い

で、孫との居住距離、孫との交流頻度が主観的幸福に有意な効果がみられた場合には、その効

果を親密感と社会的支援が媒介する効果があるか否かを、媒介分析を用いて分析した。  

 

4.倫理的配慮  

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会にて承認済み(承認番号 22025)である。  

 

第 3 章 結果  

本研究では、孫への支援の提供のみが主観的幸福に有意な効果があり、居住距離、交流頻

度、孫からの支援の受領、親密度については主観的幸福に有意な効果がなかった。 媒介分析

については、居住距離と交流頻度のいずれも主観的幸福に有意な効果がなかったことから、行

わなかった。 

 

第 4 章 考察  

本研究では、孫との空間面と行動面での関係の評価指標である居住距離と交流頻度について

は、主観的幸福感に有意な効果がなかった。近年の中国の高齢者を対象とした研究では、都市

部の高齢者は居住形態において子供や孫と同居しないことを選択する傾向が強く、さらに同居し

ている人よりも幸福度が高いことが明らかにされている。さらに、孫との同居が主観的幸福感にマ

イナスに作用するという研究が最近発表されており、その理由として、高齢者が孫と同居や近くに

住んでいると、子供世代との育児観念の差異から世代間の衝突が生まれ、そのことが高齢者の

主観的幸福にマイナスな影響していると指摘されている。以上の既存研究の結果は、孫との居住

距離や交流頻度が高齢者の主観的幸福に影響しなかったという本研究の結果を支持しており、

近年の中国では、孫との居住距離や交流頻度は高齢者の主観的幸福感に有意な効果がないと

いうことを示唆しているものと考えられる。 

孫からの支援の受領については、主観的幸福感に有意な効果がなかった。これまでの研究で

は、高齢者は孫から支援を提供させるよりも、子供から支援の受領が期待している。このような期

待感の乏しさが孫からの支援の受領を受ける可能性があったとしても、そのことが主観的幸福感
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に影響しない理由と思われる。 孫との親密度についても、主観的幸福感に有意な効果がなかっ

た。その理由は次のように解釈できる。親密度については、孫への提供の支援や支援の受領と

相関が極めて高い(それぞれ r=.628、r=.757)。親密度が高いから支援の授受を行うのか、支援

の授受の結果として親密度が高くなるか、その因果関係は別にして、要因として支援の提供と受

領が加えられた結果として親密度の効果が低くなった可能性が高い。現に支援の受領と提供を

除いて、親密度の主観的幸福感への効果を分析した結果、P<.05 で有意な効果が観察された。  

本研究の限界については、第１に、本研究の対象者が都市住民で、学歴が多くの人が高校以

上であること、また、退職年金があり、健康状態が良いという点を踏まえておく必要がある。農村

地域の高齢者を対象とした研究では、本研究とは異なる結果となる可能性がある。第２は、本研

究では横断研究であるため、孫との関係と高齢者の主観的幸福との因果関係が特定できませ

ん。縦断研究によって因果関係を特定することが必要である。 
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